
2017/10/20

グループ演習 最終発表

学会活性化に向けた
講演論文と社会的話題性の関連分析

グループ演習 8班

伊藤佳輝 樋口裕二 川西勇輔 劉天瑋

アドバイザー教員：鈴木研悟

1



目次

1 背景・目的

2 予備調査

3 検証手法

4 結果と考察

5 まとめ

2



1 背景・目的

機
械
工
学

環
境
科
学

電
気
工
学

エ
ネ
ル
ギ
｜

情
報
工
学

有
機
化
学

日本は高度な学術に支えられている

数
学

物
理
学

3



1 背景・目的
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日本でも有数の会員数を誇る日本機械学会では

「会員は1996 年の45,733 人を頂点に，これ以降減少を続け，現在は35,407人
と20 年間で1 万人減少しました。」[1]

日本機械学会ホームページ
https://www.jsme.or.jp/japanese/contents/01/02_2015.html

近年では学術的研究の中心である学会にて, 学会員数の
減少が大きな問題となっている



1 背景・目的
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エネルギー関連の学会会員数の変遷



1 背景・目的

6

そもそも何故会員数が減っているのか？

教育機関に所属している学生の人数
出典・学校基本調査－平成28年度結果の概要

大学（学部+院生）

大学（学部）

一部では少子化による若手研究者不足との意見[2]

日本の学界の地位の低下？

学会費が高い？

学会に参加しても、情報が得られない

学会HPより得た意見

→ 結論が出ていない？

より詳しい調査の必要性
H２８H１７



2 予備調査

新規流入者：2010年以降初めて投稿した著者・共著者

リピーター：2010年以降2回以上投稿した著者・共著者
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2 予備調査
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年々著者数が減少傾向にあることがわかった
新規流入者による増減が全体の増減につながっている
2013年急激な著者数の増加は、2011年東日本大震災の影響？

社会的話題性により新規流入者が増減している？
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3 検証方法

エネルギー資源学会

発表論文の属性の推移
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社会的話題性

新聞の話題の推移

この二つを比較し相関を見る

学会の著者数の増減には「社会的話題性」
が影響しているのではないかという仮説



3 検証方法ー論文の属性

・「論文の属性」を表すものとして「キーワード論文数」と「セッションごとの発表
数」を考える

・キーワードは、論文のメインとなる内容を示すキーワード群

・エネルギー資源学会のコンファレンスのプログラム（2005-2017）から頻出した
キーワードを抽出し,キーワードを使用している論文の数をカウントした
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キーワード



3 検証方法ー論文の属性

・「セッションごとの発表数」では、コンファレンスは, 発表論文の内容ごとに

セッションが分けられている

・エネルギー資源学会のコンファレンスのプログラム（2005-2017）から「セッショ
ンごとの発表数」を抽出する
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セッション名
発表タイトル

著者名，所属



3 検証方法ー社会的話題性

• 「社会的話題性(注目度)」には、毎日社会に対する話題を追って
いる新聞（日本経済新聞朝刊, 1997年～2016年）を使用した

• 新聞から「論文の属性」に対応する単語を使用している記事の数
を抜き出し,「社会的話題性(注目度) 」と定義した

12図 日経テレコンの検索画面

① 新聞キーワードで検索

② 各年の記事数をカウント



3 検証方法ー論文と対応する新聞の単語
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論文のキーワードと対応する新聞の単語を示す

集合名 論文キーワード 新聞キーワード

ヒートポンプ Heat pump
Hot water

Water heater

ヒートポンプ
エコキュート

地球温暖化 CO2
Global warming

CO2, 二酸化炭素
温室効果ガス

水素 Hydrogen
Hydride

水素
*「爆弾」「宇宙」「水素水」を除く

ソーラー PV
Photovoltaic

ソーラー
太陽光

風力 Wind 風力

原子力 Nuclear 原子力, 原発
*「爆弾」「アメリカ」「ロシア」「北朝鮮」を除く

燃料電池 Fuel cell
PEFC, FC, SOFC

燃料電池



3 検証方法ー論文と対応する新聞の単語

14

論文のセッション名と対応する新聞の単語を示す

集合名 学会セッション名 新聞キーワード

ヒートポンプ ヒートポンプ ヒートポンプ
エコキュート

地球温暖化 地球温暖化 CO2, 二酸化炭素
温室効果ガス

水素 水素 水素
*「爆弾」「宇宙」「水素水」を除く



3 検証方法ー相互相関解析
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相互相関解析

新聞記事数1…

新聞記事数𝑛

セッション発表数1…
…

セッション発表数𝑛

Cov𝑋𝑌(τ)＝ 𝑡=1
T {𝑋 𝑡 𝑌 𝑡 + τ − μ𝑋 𝑡 𝜇𝑦 𝑡 + τ }

𝑋 𝑡 ＝社会的話題性 𝑌(𝑡 + τ)＝論文の属性 μ=平均値

相互相関関数（相互共分散関数）

𝑋 𝑡 𝑌(𝑡 + τ)

…



4 結果と考察
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2005年～2017年論文内キーワードごとの発表数
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2005年～2017年セッションごとの発表数

4 結果と考察
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4 結果と考察
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2000年～2016年新聞の記事数
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4 結果と考察
相
関

青色のグラフのほうが灰色のグラフに比べ数値が高いもの
が多いことから論文は社会的話題性に影響を受けている可能性が高い
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4 結果と考察
相
関
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論文キーワード数の結果も踏まえて論文側が新聞の影響
(社会的話題性) を受けていることが考えられる。
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2005年～2017年論文内キーワードごとの発表数

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50
発
表
数

開催年[年]

ヒートポンプ 地球温暖化 水素 ソーラー

風力 原子力 燃料電池

原子力も「エネルギー資源学会」においては主要な分野ではないが
原子力に関しても明らかに青色のグラフが高くなっていた。



4 結果と考察
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5 まとめ
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• 学会で毎年多く取り扱われる内容については社会的話題性に影響を受ける
可能性が示唆された

• 「水素」「燃料電池」のように社会的話題性が変化したとしても学会であまり取
り扱われない分野では, 論文を投稿するに至らず発表者数に対する影響は
低い可能性がある

• 「原子力」のように「エネルギー資源学会」にてな分野でないセッションでも
2011年の福島第一原子力発電所事故のような強い社会的話題性のある出
来事には影響を受ける可能性がある

本報告の課題
他学会にて検証を行い本報告との比較する必要性がある

学会員数減少の原因特定のため, 学会キーワード論文数と
セッション発表数, 新記事数の関連を分析した
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